
テ
レ
ワ

ク
導
入
は

％

県
が

年
度
労
働
条
件
実
態
調
査

他
社
・
他
デ


ラ

か
ら

乗
り
換
え
７
割
超
す

リニアトンネル
工事を一部公開
ＪＲ東海、山梨工区

野
村
株
式
手
数
料
を
選
択
制
に
来
春
導
入

帝国ホテル、祇園進出決定
年春開業、外資系に対抗

食品ラップ事業売却へ
昭 和 電 工
マテリアルズ信越ポリマーに

国
内
　

列
島
　

ニ


ス

全営業車に交通安全ステッカー
四日市事務機センター、意識向上へ

　
　
三
重
ト
ヨ
タ
の﹁
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
﹂

新規顧客　順調につかむ

●三重支社
津市栄町の
津栄町三交ビル

３階
電話
（）

ＦＡＸ
（）

●四日市支局
四日市市中浜田町
の
ロイヤルマンショ
ンＨＡＭＡＤＡ

号
電話
（）

ＦＡＸ
（）

（７） （第三種郵便物認可）２０２１年　（令和３年）　５　月１３日　木曜日


日
に
補
助
金
セ
ミ
ナ


桑
名
会
議
所

　
︻
四
日
市
︼
桑
名
商
工
会
議

所
は

日

国
の
﹁
小
規
模
事

業
者
持
続
化
補
助
金
﹂
に
関
す

る
セ
ミ
ナ

を
開
催
す
る


　
中
小
企
業
診
断
士
の
立
道
和

久
氏
が
経
営
計
画
書
の
作
成
方

法
や
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
す
る


受
講
料
は
無
料
参
加
形
態
は


桑
名
市
桑
栄
町
の
同
会
議
所

と

オ
ン
ラ
イ
ン
の
２
種
類


時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半

か
ら
午
後
３
時
ま
で

定
員
は

会
議
所

人

オ
ン
ラ
イ
ン


人


　
問
い
合
わ
せ
は
同
会
議
所
相

談
所
︵
電
話
０
５
９
４
・
２
２

・
５
１
５
５
︶
ま
で


　
三
重
ト
ヨ
タ
自
動
車
︵
本
社
津
市
垂
水

の
１

竹
林
憲
明
社
長

電
話
０
５
９
・
２

２
６
・
２
１
８
１
︶
は

ト
ヨ
タ
車
全
車
種
を
扱
う
新
し
い
ス
ト
ア
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
立

ち
上
げ
た
﹁
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
︵
ト
ヨ
タ
ウ
ン
︶﹂
が
新
規
顧
客
を
つ
か
ん
で
い
る


店
内
に
新
車
を



台
展
示
し

女
性
や
若
い
フ

ミ
リ

層
に
照
準
を
合
わ
せ

女

性
ス
タ

フ
が
前
面
に
出
て
対
応
す
る
ス
タ
イ
ル
が
特
長

昨
年
５
月
に
四
日
市
店

同

６
月
に
名
張
店
を
オ

プ
ン
し
た

今
年
３
月
ま
で
の

カ
月
間
で
２
店
舗
合
わ
せ
約
５

万
人
が
来
店
し
た

受
注
実
績
︵
法
人
除
く
︶
で
は

他
社
・
他
デ


ラ

か
ら
の
乗

り
換
え
比
率
が
７
割
を
超
え
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
三
重
・
片
桐
芳
樹
︶

　
Ｊ
Ｒ
東
海
は

日

山
梨
県

早
川
町
で

建
設
が
進
む
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
の
南
ア
ル
プ
ス

ト
ン
ネ
ル
の
一
部
を
報
道
陣
に

公
開
し
た

同
社
の
担
当
者
は

﹁
地
質
が
固
く

湧
水
が
少
な

い
た
め
工
事
は
順
調
に
進
ん
で

い
る
﹂
と
ア
ピ

ル
し
た


　
同
ト
ン
ネ
ル
は
早
川
町
か
ら

長
野
県
大
鹿
村
を
結
ぶ
全
長



で

３
千

級
の
山
岳
地
帯

を
貫
く
難
工
事
と
さ
れ
る

公

開
し
た
の
は
山
梨
工
区
︵
７
・

７

︶
の
う
ち

﹁
斜
坑
﹂
と

呼
ば
れ
る
作
業
用
ト
ン
ネ
ル
の

先
端
部

斜
坑
は
約
１
年
後
に

完
成
予
定
で

列
車
が
通
る
本

線
の
掘
削
を
加
速
さ
せ
る


　
山
梨
工
区
で
は
別
の
斜
坑
が

既
に
完
成
し

２
０
１
８
年
３

月
か
ら
本
線
掘
削
を
開
始

本

線
７
・
７

の
う
ち
約
１
・
３


ま
で
を
掘

た


年

月

末
ま
で
の
工
期
に
変
更
は
な
い

と
い
う


　
リ
ニ
ア
を
巡

て
は
南
ア
ル

プ
ス
ト
ン
ネ
ル
静
岡
工
区
が


静
岡
県
と
同
社
の
対
立
で
本
格

着
工
し
て
お
ら
ず

当
初
予
定

の
品
川

名
古
屋
間
の

年
開

業
は
延
期
が
不
可
避
と
な

て

い
る


　
野
村
ホ

ル
デ

ン
グ
ス

︵
Ｈ
Ｄ
︶は

日
個
人
向
け
な

ど
に
展
開
す
る
株
式
や
債
券


投
資
信
託
の
取
引
手
数
料
に
関

し

来
年
４
月
か
ら
残
高
に
応

じ
て
支
払
う
仕
組
み
を
本
格
導

入
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し

た

利
用
者
は
売
買
ご
と
に
手

数
料
を
支
払
う
現
行
の
仕
組
み

と
い
ず
れ
か
を
選
べ
る
よ
う
に

な
る

サ

ビ
ス
を
拡
充
す
る

こ
と
で

顧
客
基
盤
の
強
化
に

つ
な
げ
た
い
考
え
だ

同
日
開

催
し
た
投
資
家
向
け
の
説
明
会

で
示
し
た


　
株
式
な
ど
の
取
引
を
巡

て

は

証
券
会
社
が
得
ら
れ
る
手

数
料
を
増
や
す
た
め

顧
客
の

売
買
機
会
を
多
く
す
る
営
業
手

法
を
取
る
例
も
あ

た
と
さ
れ

る

た
だ
イ
ン
タ

ネ

ト
証

券
の
台
頭
を
受
け

売
買
手
数

料
収
入
へ
の
依
存
か
ら
の
脱
却

が
急
務
に
な

て
お
り

野
村

Ｈ
Ｄ
以
外
の
証
券
各
社
で
も
同

様
の
取
り
組
み
が
広
が
る
可
能

性
が
あ
る


　
野
村
Ｈ
Ｄ
は
多
様
な
商
品
を

組
み
合
わ
せ
た
資
産
運
用
の
提

案
力
を
高
め
る
戦
略
を
掲
げ

る

そ
う
し
た
取
り
組
み
と
並

行
し
て
手
数
料
の
見
直
し
も
行

い

預
か
り
資
産
額
の
拡
大
を

目
指
す

野
村
Ｈ
Ｄ
は
こ
の
ほ

か

２
０
２
１
年
３
月
期
連
結

決
算
で
巨
額
損
失
を
計
上
し
た

米
国
顧
客
の
取
引
に
つ
い
て


残
高
の

％
超
の
処
理
が
完
了

し
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た


４
月
下
旬
時
点
の

％
超
か
ら

上
積
み
し
た


　
昭
和
電
工
マ

テ
リ
ア
ル
ズ

︵
旧
日
立
化

成

東
京
︶
は


日

食
品
包

装
用
ラ

プ
フ


ル
ム
事
業
を

信
越
ポ
リ
マ


に

億
円
で
売

却
す
る
と
発
表

し
た

事
業
の

選
択
と
集
中
の

一
環
と
説
明
し

て
い
る

食
品

ラ

プ
を
生
産
す
る
下
館
事
業

所
が
あ
る
茨
城
県
筑
西
市
に
新

会
社
を
設
け

８
月
に
全
株
式

を
譲
渡
す
る


　
昭
和
電
工
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
は

﹁
キ

チ
ニ
ス
タ
﹂
の
ブ
ラ
ン

ド
名
で
食
品
ラ

プ
を
展
開

し

外
食
向
け
製
品
の
国
内
シ


ア
が
首
位
と
い
う

信
越
ポ

リ
マ

は
ス

パ

の
食
品
向

け
に
強
く

買
収
で
事
業
拡
大

を
図
る


　
信
越
ポ
リ
マ

は

筑
西
市

で
の
生
産
と
ブ
ラ
ン
ド
も
継
続

す
る
計
画
だ


帝
国
ホ
テ
ル
が
２
０
２
６
年
春
に
京

都
・
祇
園
で
開
業
を
目
指
す
高
級
ホ

テ
ル
の
イ
メ

ジ

　
帝
国
ホ
テ
ル
は

日

京
都

・
祇
園
に
あ
る
国
登
録
有
形
文

化
財
の
弥
栄
︵
や
さ
か
︶
会
館

︵
京
都
市
東
山
区
︶を
改
修
し


高
級
ホ
テ
ル
を
運
営
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
と
発
表
し
た

２

０
２
６
年
春
の
開
業
を
目
指

す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
収

束
後
の
旅
行
や
訪
日
需
要
の
回

復
を
見
据
え

外
資
系
高
級
ホ

テ
ル
に
対
抗
す
る


　

年
４
月
に
着
工
す
る
予
定

で

総
事
業
費
は
１
１
０
億
円

の
見
込
み

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク

リ

ト
造
り
で
地
上
５
階

地

下
１
階
建
て
の
弥
栄
会
館
を
地

上
７
階

地
下
２
階
建
て
に
改

修
す
る

一
部
建
材
の
再
利
用

な
ど
で
外
観
は
で
き
る
だ
け
維

持
し

約

の
客
室
を
備
え
た

ホ
テ
ル
に
生
ま
れ
変
わ
る


　
同
時
に
発
表
し
た

年
３
月

期
連
結
決
算
は

売
上
高
が
前

期
比

・
６
％
減
の
２
２
０
億

円

純
損
益
は
１
４
３
億
円
の

赤
字︵
前
期
は

億
円
の
黒
字
︶

だ

た

新
型
コ
ロ
ナ
で
宿
泊

客
が
激
減
し
た
こ
と
が
響
い

た


　
本
業
の
も
う
け
を
示
す
営
業

損
益
は
１
１
７
億
円
の
赤
字

︵
前
期
は

億
円
の
黒
字
︶で


１
９
６
１
年
の
東
証
２
部
上
場

以
来
初
の
赤
字
転
落


年
３

月
期
の
業
績
予
想
は
公
表
を
見

送

た


ヤ
マ
モ
リ
が
ハ

ブ
香
る

グ
リ

ン
カ
レ

を
発
売

　
ヤ
マ
モ
リ
︵
桑
名
市
︶
は


８
種
類
の
ハ

ブ
と
ス
パ
イ
ス

が
入

た
レ
ト
ル
ト
カ
レ


﹁
こ
だ
わ
り
ハ

ブ
の
グ
リ


ン
カ
レ

﹂

写
真

を
発
売

し
た

コ
コ
ナ
ツ
ミ
ル
ク
の
濃

厚
な
コ
ク
と
香
味
野
菜
の
う
ま

味
が
溶
け
込
ん
だ
本
格
的
な
味

わ
い
を
楽
し
め
る


　
１
人
前
１
８
０

入
り
で


希
望
小
売
価
格
は
５
４
０
円


問
い
合
わ
せ
は
通
話
無
料
の
お

客
様
相
談
室

電
話
︵
０
１
２

０
︶
０
４
９
０
１
６


　
︻
三
重
︼
三
重
県
は
こ
の
ほ

ど


年
度
の
県
内
事
業
所
の

福
利
厚
生
・
労
働
条
件
の
実
態

調
査
結
果
を
公
表
し
た

多
様

な
就
労
形
態
の
導
入
に
つ
い

て

テ
レ
ワ

ク
を
導
入
し
て

い
る
企
業
の
割
合
が

％
と
な

り

前
年
度
比

・
７

ア


プ
し
た

ま
た

テ
レ
ワ

ク

を
除
く
在
宅
勤
務
に
つ
い
て
も


・
９
％
と
同
３
・
８

ア


プ
し
た


　
テ
レ
ワ

ク
の
導
入
形
態

︵
複
数
回
答
︶
で
は

在
宅
勤

務
が

・
２
％

サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ

ス
勤
務
が

・
２
％


モ
バ
イ
ル
ワ

ク
が

・
１
％


導
入
メ
リ

ト
︵
同
︶
に
つ
い

て
は

﹁
従
業
員
の
ワ

ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
向
上
﹂


・
１
％

﹁
非
常
時
の
事
業

継
続
性
︵
Ｂ
Ｃ
Ｐ
︶
の
確
保
﹂


・
７
％

﹁
特
に
な
し
﹂


・
４
％
が
多
か

た

一
方


課
題
︵
同
︶
に
つ
い
て
は
﹁
事

業
の
性
質
が
合
わ
な
い
・
で
き

る
業
務
が
限
ら
れ
る
﹂

・
６

％

﹁
従
業
員
の
労
務
管
理
が

難
し
い
﹂

・
６
％

﹁
印
鑑

や
紙
資
料
が
使
え
な
い
﹂

・

４
％
が
上
位
を
占
め
た


　
こ
の
ほ
か
の
調
査
で
は

管

理
職
等
に
占
め
る
女
性
の
割
合

︵
役
員
除
く
︶
は

・
９
％
で

前
年
度
比
３
・
１

増
加

育

児
休
業
取
得
率
は
男
性
９
・
４

％︵
前
年
度
比
１
・
８

増
︶

女
性

％
︵
同
８
・
１

増
︶

だ

た


　
同
調
査
は

昨
年
７
月
時
点

で
常
用
従
業
員
が

人
以
上
・

３
０
０
人
未
満
の
事
業
所
を
対

象
に
実
施

回
答
社
数
は
７
２

８
事
業
所︵
回
答
率

・
４
％
︶

　
ト
ヨ
タ
ウ
ン
は
﹁
コ
ミ

ニ

ケ

シ

ン
が
生
ま
れ
る
ト
ヨ

タ
の
お
店
﹂を
コ
ン
セ
プ
ト
に

掲
げ
店
内
に
は
フ
リ

ド
リ

ン
ク
で
楽
し
め
る
オ

プ
ン
カ

フ

大
規
模
遊
具
を
備
え
た

キ

ズ
ス
ペ

ス
を
設
け
カ

ジ

ア
ル
ウ
エ
ア
の
女
性
ス
タ


フ
が
対
応
す
る
な
ど
フ


ミ
リ

層
や
女
性
ら
が
入
り
や

す
い
店
づ
く
り
を
目
指
し
た


　
店
舗
の
規
模
は

四
日
市
店

︵
四
日
市
市
久
保
田
︶
は
敷
地

面
積
４
８
４
２
平
方


１
階

フ
ロ
ア
面
積
は
１
９
４
１
平
方



名
張
店
︵
名
張
市
蔵
持
町

原
出
︶
は
敷
地
面
積
７
６
６
６

平
方


１
階
フ
ロ
ア
面
積
が

１
８
７
４
平
方


週
末
の
土

・
日
曜
日
は
四
日
市
店
が
平
均

約
１
０
０
組

名
張
店
は
同
約


組
の
来
店
が
あ
り

新
規
顧

客
も
多
い
と
い
う


　
今
年
３
月
ま
で
の
受
注
実
績

で
他
社
・
他
デ


ラ

か
ら

の
乗
り
換
え
比
率
が
既
存
店

︵

店
︶が

％
だ

た
の
に
対

し
ト
ヨ
タ
ウ
ン
２
店
舗
は


％
と
高
い
水
準
と
な

た


　
同
社
全
体
の

年
度
︵

年

４
月


年
３
月
︶
受
注
実
績

は
５
８
３
５
台

前
年
度
比


・
６
％
増
と
高
い
上
昇
率
を
示

し
た

同
社
で
は
﹁
併
売
で
コ

ン
パ
ク
ト

ミ
ニ
バ
ン

Ｓ
Ｕ

Ｖ
︵
ス
ポ

ツ
タ
イ
プ
多
目
的

車
︶
の
取
り
扱
い
が
で
き
る
よ

う
に
な
り

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
ト
ヨ
タ
ウ
ン
を
ス
タ

ト
で

き
た
こ
と

さ
ら
に
新
し
い
ス

ト
ア
ブ
ラ
ン
ド
の
コ
ン
セ
プ
ト

や
売
り
方
が
フ

ミ
リ

層
に

支
持
さ
れ
た
﹂
と
見
て
い
る


営業車両に貼付した交通安全ステッカー

　
事
務
機
器
販
売
や
保
守
管
理
を
手

掛
け
る
四
日
市
事
務
機
セ
ン
タ


︵
本
社
四
日
市
市
日
永
西

佐
野
智

成
社
長
︶
は

従
業
員
の
交
通
安
全

意
識
を
高
め
る
た
め

全
て
の
営
業

車
両
に
交
通
安
全
ス
テ

カ

を
貼

付
し
た

ス
テ

カ

に
は

信
号

の
無
い
横
断
歩
道
を
渡
ろ
う
と
し
て

い
る
歩
行
者
が
い
る
際

ク
ル
マ
を

一
時
停
止
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い

る

社
員
や
地
域
住
民
の
交
通
事
故

防
止
に
つ
な
げ
る


　
歩
行
者
を
優
先
し

横
断
歩
道
の

手
前
で
車
を
一
時
停
止
す
る
こ
と
は

義
務
化
さ
れ
て
い
る

し
か
し

日

本
自
動
車
連
盟
︵
Ｊ
Ａ
Ｆ
︶
の
２
０

１
９
年
調
査
に
よ
れ
ば

三
重
県
の

一
時
停
止
率
は
全

都
道
府
県
で
最

下
位


年
調
査
は
改
善
し
た
も
の

の

位
に
と
ど
ま

た


　
ス
テ

カ

を
貼
付
し
た
の
は
営

業
車
約

台

佐
野
社
長
は
﹁
社
員

一
人
一
人
が
自
覚
を
持
ち
交
通
安
全

に
努
め
る
だ
け
で
な
く

周
囲
の
方

々
に
も
﹃
横
断
歩
道
で
は
一
時
停
止

す
る
﹄こ
と
の
啓
発
に
つ
な
が
れ
ば
﹂

と
話
し
て
い
る

　
　
︵
四
日
市
︶

年５月オープンしたトヨタウン四日市店

公開されたリニア中央新幹線、南
アルプストンネルの先端部
日、山梨県早川町


